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≪平成 20年計画策定当時≫ 

 供給[台] 需要[台] 将来不足予想量 

 Ｈ19.８ Ｈ19.８ Ｈ37年度 [台] 

南口・北口 7,469 8,200 7,800 340 

≪改定計画≫ 

◆調布駅の乗降客数※1増加見込みによる補正(H31→R7) 

H31.1 駐輪需要 補正 令和７年度の駐輪需要 

6,588台 ×1.10 7,250台 

 

[供給台数]※2 
平成 20年 

計画策定時 

令和２年 

７月時点 

 令和７年度 

 （計画終了） 

公共自転車等駐車場 7,469 6,915  7,250 

民間自転車

等駐車場 

一般 ― 689  700 

建物附帯 941 1,978   
    

※1 駅周辺の開発や人口の増加に伴い，調布駅は乗降者数が増加していることから補正を行った。（H25 から H27 までの伸び率と H26 から

H27 までの伸び率を比較し，高い方の値を採用。乗降客数の出典：都市交通年報） 

※2  改定計画では供給台数に民間の自転車等駐車場を含めている。これは，公共自転車等駐車場の有料化による民間事者の参入の促進(施設整備

に対する補助)を図っていることと，商業施設建設時に附置義務によって整備された自転車等駐車場は長期的にサービスを提供すると思われ

るためである。 

駅名：調布 重点地域 

令和７年度の調布駅

周辺における公共の

自転車等駐車施設整

備台数を乗降客数に

より自転車等利用が

増加すると想定し，

7,250台とする。 

 
路上駐輪も含めて必要台数を整備 

 
現状の水準を維持 

●調布駅の将来駐車需要予測 

 

【調布市自転車等対策実施計画改定版（案）】 

調布駅周辺地区の施策の方向性 

 

   



◆備考 

 駅周辺に商店街や大型商業施設が複数立地している。 

 調布市役所，調布市グリーンホール，調布市文化会館たづくり等公共施設も多く立地している。 

 平成24年８月の京王線地下化とともに，平成29年秋の調布駅周辺の商業施設オープンなど，交通環境等が 

 大きく変化した。 

 調布市では公共自転車等駐車場の利用者の状況を踏まえ，平成31年4月に一時利用の時間単位の見直しを 

 図り，利便性の向上に伴い，特に調布駅周辺の自転車等駐車場は利用状況が大きく変化した。 

 

 

■■ 施策取り組みの方向性 ■■ 
 借地による公共自転車等駐車場については，長期的に自転車等駐車場として利用できるように土地の公有化等

を進め，立体化を図る。 

 公共自転車等駐車場の一時利用の混雑緩和を図る必要があり，また，買い物客による短時間の駐輪需要に対応

するため，路上駐輪場について検討を進める。 

 大型自転車の増加への対応を行う。 

 民間自転車等駐車場については，土地利用の転換などから撤去の可能性があるため，駐車場への補助等の施策

を行いながら，需要の状況を踏まえて公共自転車等駐車場の新規整備についても検討する。 

 施設の老朽化の対応などの検討を行う。 

 放置自転車の状況を注視しながら，実態に合わせた追加対策を検討する。 

 原動機付自転車  オーバイ  （125cc以下）については，自転車の駐輪状況をみながら，運用の中で駐車スペ

ースの調整を図っていく。 

●今後の取り組み 

 

●調布駅周辺の現状 

 

●調布駅周辺の現状 

 
◆令和２年度以降の自転車等駐車施設の動き 
 公有化等を行った自転車等駐車場用地の立体化。 

 路上自転車駐車場の検討 設置の実施。 

 調布駅南地下自転車駐車場整備計画の見直し。 

 
◆調布駅周辺の自転車等駐車施設 ◆調布駅の需給バランス 

ピーク時

稼働状況

(台)(a) (台)(b) (a)/(b)

6,588 9,582 68.8%

4,666 6,915 67.5%

一般 464 689 67.3%

建物附帯 1,218 1,978 61.6%

240 ー ー

民間

放置自転車

調布駅
駐車需要量 収容台数

総計

公共自転車等駐車場

※需要量はH31年1月実施調査、

　収容台数は令和2年7月現在


